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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第49期
第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 11,934,747 12,028,037 16,338,398

経常利益 (千円) 273,159 249,013 419,507

四半期(当期)純利益 (千円) 92,946 79,711 139,958

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 66,887 70,757 105,193

純資産額 (千円) 3,864,936 3,926,064 3,902,962

総資産額 (千円) 7,467,772 8,061,355 7,806,553

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 19.51 16.74 29.38

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 51.5 48.4 49.7

　

回次
第49期
第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 18.03 5.25

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．第49期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　　　　　
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、東日本大震災後の影響による停滞から、サプライチェーン

の復旧や復興需要の高まりもあり緩やかながら回復傾向が見られたものの、長引く円高やタイの洪水被

害の影響、欧州の経済不安などから依然として景気の先行き不透明感を払拭できない状況となっており

ます。

当社グループを取り巻く環境につきましても、景気動向や企業業績など先行きの状況を見極めること

が困難であることから、取引先の施設維持管理コストの削減意識は一段と強まっており、引き続き厳しい

状況が続いております。　

こうした中、当社グループは、顧客の各種ニーズや省エネ等社会的要請に対し、時宜を得た迅速で的確

な提案を行い、高品質なサービスの提供による顧客満足度の向上に努めると同時に、収益改善プロジェク

ト活動を継続して実施し、低コスト体質の定着を図ってまいりました。

当第３四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、修繕工事等臨時作業に係る売上は前年同期比

やや弱含みの推移となったものの、期間中の一般新規案件に係る件数、売上とも前年同期を上回り、前年

同期比93百万円(0.8%)増加の120億28百万円となりました。

利益面におきましては、前述のとおり臨時作業に係る売上がやや弱含みであったことの他、きめ細やか

なサービスの提供および顧客ニーズへの的確な対応を図るため、技術部門・営業部門の体制強化を実施

したこと、および支店移転に伴う臨時経費が発生したことなどにより、営業利益は前年同期比33百万円

(13.0%)減少の２億25百万円となりました。また、営業外損益および特別損益は前年同期に比べて改善し、

経常利益は前年同期比同24百万円(8.8%)減少の２億49百万円となり、四半期純利益につきましては、同13

百万円(14.2%)減少の79百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比２億54百万円増加の80億61百万円とな

りました。これは、売掛債権の回収に伴い受取手形及び売掛金が６億59百万円減少したこと、ならびに現

金及び預金が９億87百万円増加したことが主な要因となっております。　

負債は前連結会計年度末比２億31百万円増加の41億35百万円となりました。これは、買掛金が２億63百

万円、未払法人税等が１億81百万円それぞれ減少した一方、長短借入金合計が３億63百万円、預り金が３

億５百万円それぞれ増加したことが主な要因となっております。

純資産は、利益剰余金の四半期純利益79百万円計上による増加、配当金の支払による47百万円の減少等

により、前連結会計年度末比23百万円増加の39億26百万円となり、自己資本比率は48.4%となりました。　
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(3) 対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 13,000,000

計 13,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,812,247 4,812,247
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株であ
ります。

計 4,812,247 4,812,247― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ─ 4,812,247 ─ 654,460 ─ 635,900

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができませんので、直前の基準日である平成23年９月30日の株主名簿により記載しており

ます。

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式    49,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 4,697,000 4,697 ―

単元未満株式 普通株式    66,247― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数          4,812,247― ―

総株主の議決権 ― 4,697 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。

また、議決権の数に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ハリマビステム

横浜市神奈川区鶴屋町
２－23－２

49,000 ― 49,000 1.02

計 ― 49,000 ― 49,000 1.02

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,103,014 2,090,872

受取手形及び売掛金 2,511,351 1,851,411

未成業務支出金 19,366 137,291

貯蔵品 24,280 31,292

繰延税金資産 153,352 81,376

その他 235,017 235,210

貸倒引当金 △933 △866

流動資産合計 4,045,447 4,426,587

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 581,212 570,797

土地 558,398 558,398

その他（純額） 26,672 23,157

有形固定資産合計 1,166,283 1,152,352

無形固定資産

のれん 54,468 43,575

リース資産 102,890 78,924

その他 29,104 25,081

無形固定資産合計 186,464 147,581

投資その他の資産

保険積立金 926,281 912,258

繰延税金資産 159,930 146,871

その他 1,383,322 1,338,401

貸倒引当金 △61,176 △62,696

投資その他の資産合計 2,408,358 2,334,834

固定資産合計 3,761,105 3,634,768

資産合計 7,806,553 8,061,355
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 804,911 540,939

短期借入金 937,742 978,882

未払法人税等 194,719 13,710

賞与引当金 230,798 116,052

受注損失引当金 13,103 16,981

その他 982,822 1,429,602

流動負債合計 3,164,097 3,096,168

固定負債

長期借入金 244,862 567,000

退職給付引当金 259,722 264,810

役員退職慰労引当金 89,715 89,715

リース債務 77,483 53,924

その他 67,710 63,672

固定負債合計 739,493 1,039,122

負債合計 3,903,591 4,135,291

純資産の部

株主資本

資本金 654,460 654,460

資本剰余金 635,900 635,900

利益剰余金 2,622,309 2,654,392

自己株式 △15,683 △15,711

株主資本合計 3,896,985 3,929,041

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △5,749 △17,849

為替換算調整勘定 △11,413 △13,046

その他の包括利益累計額合計 △17,162 △30,895

少数株主持分 23,138 27,918

純資産合計 3,902,962 3,926,064

負債純資産合計 7,806,553 8,061,355
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

売上高 11,934,747 12,028,037

売上原価 10,302,531 10,417,518

売上総利益 1,632,215 1,610,518

販売費及び一般管理費

役員報酬 108,454 100,517

給料及び賞与 512,590 520,789

賞与引当金繰入額 20,954 21,426

賃借料 192,997 191,761

貸倒引当金繰入額 － 1,452

その他 537,689 548,721

販売費及び一般管理費合計 1,372,686 1,384,667

営業利益 259,528 225,850

営業外収益

受取利息 10,924 9,815

受取配当金 4,113 4,212

持分法による投資利益 16,588 11,041

その他 20,555 20,908

営業外収益合計 52,182 45,977

営業外費用

支払利息 16,743 12,133

投資事業組合運用損 10,771 1,111

保険解約損 － 4,582

その他 11,036 4,986

営業外費用合計 38,551 22,814

経常利益 273,159 249,013

特別利益

貸倒引当金戻入額 142 －

投資有価証券売却益 600 －

特別利益合計 743 －

特別損失

固定資産除却損 1,243 －

減損損失 1,436 －

投資有価証券評価損 4,083 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 23,512 －

特別損失合計 30,275 －

税金等調整前四半期純利益 243,627 249,013

法人税、住民税及び事業税 111,889 73,423

法人税等調整額 35,267 91,098

法人税等合計 147,156 164,522

少数株主損益調整前四半期純利益 96,470 84,491

少数株主利益 3,524 4,780

四半期純利益 92,946 79,711
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 96,470 84,491

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △9,669 △12,100

為替換算調整勘定 △19,913 △1,633

その他の包括利益合計 △29,583 △13,733

四半期包括利益 66,887 70,757

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 63,362 65,977

少数株主に係る四半期包括利益 3,524 4,780
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しておりま

す。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

（偶発債務）

当社の関連会社である調和小学校市民サービス㈱
が保険会社と締結した、調布市立調和小学校整備並び
に維持管理及び運営に関する履行保証保険契約に基
づく履行保証保険金額に係る求償を受けた場合、その
求償額 12,713千円に対して連帯保証債務を負ってお
ります。

（偶発債務）

当社の関連会社である調和小学校市民サービス㈱
が保険会社と締結した、調布市立調和小学校整備並び
に維持管理及び運営に関する履行保証保険契約に基
づく履行保証保険金額に係る求償を受けた場合、その
求償額 12,548千円に対して連帯保証債務を負ってお
ります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれ

んの償却額は、次のとおりであります。

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 60,768千円

のれんの償却額 10,893 〃

減価償却費 64,194千円

のれんの償却額 10,893 〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 23,822 5 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年11月５日
取締役会

普通株式 23,821 5 平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 23,814 5 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月７日
取締役会

普通株式 23,813 5 平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 　

　

報告セグメント
その他
(注1)
 

(千円)

合計
 

(千円)

調整額
(注2)
 

(千円)

四半期連結
損益計算書
計上額(注3)

 
(千円)

建築物総合
サービス事業
(千円)

ホテル事業
 

(千円)

計
 

(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

 外部顧客への売上高 11,592,187130,59411,722,781211,96511,934,747─ 11,934,747

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

15,741 ─ 15,7415,653 21,394△21,394 ─

計 11,607,928130,59411,738,522217,61911,956,142△21,39411,934,747

セグメント利益又は
損失（△）

279,809△28,185251,6237,905259,528 ─ 259,528

(注)  １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、居宅介護支援業、トナー販売業、レ

ストラン業、保険代理業であります。

      ２  調整額は、セグメント間取引の消去額であります。

      ３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

　

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当社グループは、建築物総合サービス事業のほか、ホテル事業、居宅介護サービス業、トナー販売業、不

動産賃貸業を行っておりますが、建築物総合サービス事業の売上高、営業利益及び資産の金額が、いずれ

も事業セグメントの合計額の90％を超えておりますので、報告セグメントは当該事業のみとなり、その他

の事業セグメントは重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

   １株当たり四半期純利益金額 19円51銭 16円74銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 92,946 79,711

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 92,946 79,711

    普通株式の期中平均株式数(株) 4,764,125 4,762,745

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
　

　
(重要な後発事象)

  該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

平成23年11月７日開催の取締役会において、第50期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）の

中間配当を行うことを決議いたしました。

  中間配当金の総額                              23,813千円

１株当たりの中間配当金                         5円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日    平成23年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月３日

株式会社ハリマビステム

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    芝    田    雅    也    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    林          敬    子    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ハリマビステムの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ハリマビステム及び連結子会社の平
成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社ハリマビステム(E04944)

四半期報告書

18/18


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	継続企業の前提に関する事項
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

